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秋田県の鹿嶋行事

－雄物川町深井の事例を中心として－

益子清孝・伊藤正祥

はじめに

当館では.mms年1月4nから，地域展「平鹿一

水とくらし－」を淵展した。それは，腿緋社会を'lﾃ賎

とした近世から近代にかけての平鹿の雌ﾘz(¥り風1-.を，

「水」を主テーマとして，とらえようとしたものであ

る。一方、本館がめざす綜合化のための地域研究の成

果を展示したものである。

本展示では，平鹿の民俗行事も展示している。その

一例として，雄物Ill町の鹿|鳴行呈伽言もとりあげた。地域

の虻俗行Ilは，地域の膝史的風土によってはぐくまれ

たものであり，平鹿研究における亜要な洲在．研究の

対象である。

そこで，本稿は，秋田県の鹿嶋行t-のあらましを紹

介し，主として雄物Ill町深井の鹿嶋送りの調在結果を

報告します。

I県内 の 鹿 嶋 行 事

人形行112につL,ては，菅江真澄の『雪の川皇lｲ賂』な

ど1)，多くの論議がなされてきたところである2)。神
野氏は全阿的なレウェルで人形送0行1Î を幣川し，
その懲義を説いている。さらに『東11本の人形道im』

の'I'で，「カシマサマは，青森・瑞手・秋lll・千葉に

ある。一般に鹿l鳩人形の名で知られているのは，鹿|||‘

送りの行nに登場し，舟に乗せられて，川や海に流さ

れる小さな人形である。人形道柵神のかン‐鳶'サマも，

地域的には鹿嶋祭の分布するところと砿複してL､るが，

この二つは一応別系統の人形行事ととらえておきたL、

と,Iと'､う」と述べている。また，「人形道lmを立てる

ムラで，また別の人形をつくる行1を敢捜して行なっ

ている場合がある。」「秋日l県内では人形近II.神が立

てらｵ'ている地域と『カシマオクリ』と称する人形祭

を行なう地域が重なっている。いずれか一方だけを行

なう所もあるが，この両方の人形を作るムラもある」

ことを指摘してL､るo

さらに，最近は，リJ教育委員会の手で『秋川県民俗

分布図』4)が編まれ，一層鹿嶋行事の分布状況が明ら
かになってきた。ここでは主に『秋旧県民俗分布図』

のもととなった調査カードを中心に事例をあげるとと

もに，県内の各市町村郷土誌(史)やその他の文献に著

わされている事例及び筆者らの調査記録をも記した。

なお〔〕内の数字は別図の調査地区番号に対応し，

氏名は調査者である。

事例110.大館市根下戸字下袋日景鰹〕

「カシマサマ」6月1「I

この日は大館の人が，力シマ様を舟場の川へ持って

来て流す日で，その力シマ様に正月から干しておいた

干し餅を供えてからでないとホシモチは食べられなか

った。力シマ様は火伏せの神様でもあって，門口に水

を用意して，力シマ様がまわる時に大館ではそれを屋

根にまいた。この部落でもそうする人がいた。

事例2[30.八森Ⅲj岩鮒字向台橋本泰輔〕

「鹿Hi鳥まつり」6月末

八幡大菩薩，大漁・海上安全・五穀豊作

戦国舟に武者人形をのせ，祈祷して村中をI"lる。港の

中を流し，そのあと沖へもっていって流す。

事例3[31.八森町岩館字第一木崎和広〕

「鹿嶋流し」6月日

6月Ⅱl植が終ると，部落一同で大きな大和船をつく

り，有志で武者人形をつくり祈祷旗をつける。これを

舟にのせ仕度ができたら部落の鹿嶋宿Ill家で決って

いる，須藤三四郎家）で参拝する。その後，部落をね

り歩き（笛・太鼓ではやす），港の中を若者3人で泳

ぎながら鹿嶋舟を3回まわす。それから舟で沖合1000

mくらいに出て流す。その後，直会をする。
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事例4〔65．秋Ill市四ツ小屋長谷Ill秀樹〕

「鹿嶋流し」旧勝6月

ワラで作ったﾙ)にワラ人形を乗せ|||に流した。‐椅苫

組（15～30名）が鹿)流しの行Jvを行った。桁は輪恭

制であった。

事例5〔69．雄和町怖川字鹿Mf戸長谷川秀樹〕

「鹿嶋流し」新暦illHi

ワラで舟を作り，ワヲ人形を乗せ雌物川に流した。

事例6〔70．雌耶II町向If長芥川秀樹〕

「鹿嶋流し」旧暦6j1

ill値が終るとワラで舟と人形を作り，ワラの舟に乗

せ川に流した。

事例7[100.内仙北Ill]心像字次第森進藤孝一〕

「鹿嶋流し」旧暦6)1

ワラ人形を作り舟に乗せ，鹿人Iﾘl神の旗と餅米を

そえて川に流した。

事例8[103.神lapr神宮寺長Ill幹ﾒL]

「鹿||喝流し」Ill暦5月

ミスナラの板を切って来て舟を作り,m＄だてのふ

れをする。村の家々では>フラ人形を作り（刀をさし

旗を背にたてたもの），顔にはヤマフジの半紙（コウ

ジ紙とコウゾて作った紙）で作り，オハチや銭を入れ

て背負わせる。この人形をもっていって舟にのせ玉川

に流す。流したあとは一杯やった。鹿Illﾙ流しは地震が

おきないようにやったものなり。

事例9[105.|打外村外小友長Ill'紳丸〕

「厄神流し」7月1日

事例10〔106.大llll市花飢下大戸膝Ill秀司〕

「鹿鴫流し」6月

この日は決っていないが頭i<Hからカシマ流しのふれ

がでる。このⅡ，ワラカシマを作ってまつり，′｢後か

ら中央の不動さん前で鹿''|噺舟にのせ玉川に流す。地震

よけ・害虫除けともいっている。その後，会曲を川し

あって懇親会をやる。

事例11〔107.大IIl市四ツ屋長Ill幹丸〕

「鹿'鴫流し」5月

部落の田植終了後に行なう。1陥番制で鹿'''13だてを

するふれ出し，宿の家では舟を作る。舟はクリの木で

枝でふちをまわして作り，ワラを各戸で出しあって，

舟やせんどうを作る。家々ではワラ人形を作り，鹿|鴫

大明i'I'の旗をさu刀をささせ，やりをもたせ，赤飯

や一文銭を肩からつるして神棚にあげ，お神酒をあげ

て拝む。その後，宿の家にもっていって舟にのせる。

事例12[109.大曲市大川西根新掘藤田秀司〕

「鹿IllQ流し」5月2711

2111にワラ鹿Ill6を作り,27日に流す。主人がつくり

入口の林にゆｵつえつけてまつる。271-1にコワエをつく

って供え，部落ごとに柴舟にのせ鎮守の境内で神宮に

倣いをうけてIllに流す。8組ほど鎮守に集まる。

事例13[112.fill北Ⅲ｣板見内本郷藤｢H秀司〕

「鹿|鴫流し」5月15日

コワエをつくり鹿Ill陽にたてる。翌日は流す｢Iで2日

|Ⅲl休む。流すI｣は虚箱をもって頭屋で懇親会を催す。

事例14[113.仙北町上Ill茂木藤ill秀司〕

「鹿嶋流し」6月1日

ワヲ人形を作ってまつり，柴舟にのせて川「I川に流

す。地震よけ・災害よけともいっている。

事例15[121.ﾉ<森町八沢木字前Ill本木北野若松義十〕

「鹿iir,送り」6月15日

事例16[122.大森町字菅生lⅡ

「鹿|||ﾘ祭」6月20日

事例17[123.人雄村字阿気

「鹿119流し」

事例18[125.雄物川町字大沢

「鹿hiﾙ流し」

若松義十〕

若松義十〕

若松義十〕

事例19〔126.雄物川Ⅲ]沼館字沼節中野正〕

「鹿|||ﾙ送り」6月16日

鹿'''‘をつくる。餅をつく。鹿'鴫に餅を背負わせ，舟

賃を供え，町内毎に行なう。

事例20〔127.平鹿町下吉Ill若松義十〕

「鹿lIlG流し」

事例21[134.JfUll町八木字中八木薄葉篤蔵〕

「鹿'||鳥さん」6月上旬

かっては村のはずれにワラ人形鹿'嶋さんをつくり，

悪疫・悪霊の退散を祈っていた。現在はなされていな

い。部落の入口に鹿m大'I'の石塔がある。
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図2mt6行-Ifの分布

（「秋IllﾘIuC俗分ｲmi.州命カードよOo)
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事例122cmtiffl町机半内字小栗Ill池葉篤蔵〕

「鹿I嶋さん」6月初旬

かつては部蒲の入｢'に鹿Ill鳥さんをつくり，悪疫・悪

霊退散を祈った。明治30年頃まで続いた。部落の入1-1

に鹿lll鳥大神の石塔がある。

事例23〔145.雄勝町横功Ii字旭Ill]"鈴木俊男〕

「鹿1鴫まつり」5月2511

白い紙に「鹿'鴫大明神」と書いて，玄|兇lの所に貼り

出Lておく。若い者が馬車に舟を作ってI"lってきたと

き，灯明とおはちを供えて，鹿1＄様（紙）を唯いても

らう。若い者は，それを役内Illの万fi橋でIllに流す。

事例24[147.羽後町Ill代上到米字唐松鈴木俊男〕

「鹿|嶋様」旧4月911

部落に流行の病気が入らないために鹿|||鳥様を祭る。

供物は決っていない。

事例25大館市5）

「鹿嶋祭」6月1II

「鹿'鳴祭とて古来より大節にあり，六月一｢1に旗を

立て町々を廻り，米白川へ流すと云ふ」（「大館旧記

」）。

「鹿鴫祭りとて，六月湖日に町々にて，武者を,藁二

て桁へ旗を立町々を廻り米白川へ流すなり」（

「郷村史略（安政年間）」）。

「鹿嶋祭楠木正成の琳町々を<ねり廻り歯か

ための干餅を家にて上げ又たべる」（「小野月秀日

記」｜明治20年''’6月1口の条）

以上のように，大館市では江戸期における鹿|鴫行栴

の記録もみられる。現在，確認されている鹿lll鳥行半ば

米代川の北側支流では黒沢・新沢・長面・大森・花岡

本郷・繋沢・士'1内，南部支流では二井Ill,そして米

代川流域の大館・舟場などがある。入館市史にも詳述

しているか，ここでは姥沢の事例をあげておく。

「姥沢では6月10日に行っていた。人形は三体でﾂ）

が二体，女が一体，男は日那と船頭で，女は奥さんと

呼んでいた。足にはワラジをはかせ，船頭には椎をも

たせ，それぞｵ'にミ鹿I鳴大明神ミと書いた紙の職をつ

けた。顔は神官がきてから紙に書いてもらい，できあ

がると神官にご祈祷してもらった。儀式がすむとムラ

中をまｵつるが，人びとは一体ずつ計三木のタンボを供

える。川につくとローソクに火を灯し太鼓・桁の'靴r

で流してやる。

61

事例26能代市

「鹿嶋祭」

『秋Ⅱ'風俗間状蒋』によオ{ば，船は,|,力丸といい，

人形は義経・弁慶・樋口次郎の三つである。

事例27秋|Ⅱ市新屋7）
「鹿I鴫祭り」旧5月21日

5月に人って鹿'''6祭りが近づくと各IllⅡﾉ,ごとに若者

たちが簾まり，船をつくってその準Ⅲiをし，ｿ)児のい

る家ではそれぞれ前夜から五色の紙をつぎあｵっせて「

鹿嶋大IⅢ神」と書いた吹流し旗を持った武者人形（俗

に鹿Ifcさんという）に笹巻．御神潤をそなえて一Hが

お参0す~るのである．

当日は各家から笹巷を首にかけた鹿I'陽さんを持参し

て，馬11にのせた船に飾り，このあいだに子供たちは

鉢巻婆も雄々しく思い思いのm;装をして出発の用意を

するのである。やがて鹿嶋さん全部が出そろうころに

なると鹿''1【)大明'¥>ののぼりをもった一同を先頭に馬車

につけた綱を引いた子供たちがこれに続き，歌声も勇

ましく行進をはじめ，まず日吉神社に参拝して祈祷を

Lたのち各町をまわる。こうしてIIIJ内を一巡し終った

鹿'鵬は午後から川または海に流すのである。

この時，太鼓の音も勇ましくつぎのような歌をうた

うのでとてもにぎやかである。

「ショッンョッシヨシ，鹿mの送りましょうショッ

ンョッシヨシ寺のかげまで送りまでしよ」この意味は

鹿嶋さんをお送りしましょう。寺のかげまで送りまし

ょうというので，むかしは天龍寺のかげまで雄物川の

流れがあったという。

事例28秋Ill市登町Ill追廻一御舟町)

「鹿''113流し」旧5月25日

般若而を用L,て悪魔を払い霊魂を供養するミ鹿,,!〔)流

しミである。雄物川．太平川．旭川の合流点に位置す

るこの地域は，洪水の常･課地帯で病厄がたえることが

なかった。同地には嵯応年|川まで社寺はなかったが氏

Illがあった。明治10年に鹿it＄神社を勧請し，ご神体で

ある「三吉祥天妙音十羅利人白龍王女而」を安置した。

この般若面は疫病除の神霊があり，多くの人びとに信

仰さｵ'てきた。
9）

事例29雄和町

「鹿'||[)祭」6月

豊作祈願。宵篭祭の翌nは鹿I'M町で萱蕊などで船を
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作り，藁人形をのせ，紙旗（「鹿|I鳴人明；'Ii」「鹿l鴫・再

取・息栖三社大明ドlii」など）を帆榊こ立て，太鼓など

奏楽，雄物川に流して豊作を祈った。

事例30協和町船岡10

「鹿嶋祭り」

男女2体のワラ人形をつくり，葦船にのせ荒川に流

す。船玉神社の例祭。

事例31中仙町11)
「鹿I嶋流L,111柿終了後

川械えがすむと，頭屋はカシマナガシのふｵ,を出す，

すると，かねて準備しておL､た稲のi'lﾔをよく洗って乾

かしたもので鹿鴫の頭部を作り,itから下の方はワラ

で作るのが普通である。「鹿嶋大明Iii'」ののぼりを立

て，腰には刀をさし，飯を背ｵつせ，銭を頭のっぽか，

ふところに入れる｡これができあがるとIiii棚の卜.にお

いて家内一同で拝む。これをカシマタテといって、休

阜となる○翌I1.頭隈の家に部藩の人々が喋ってﾉM<

の枝を曲げ（長さ5m位),鹿鵬船をつくる。そLて

青カヤて飾り立て，先の力に船頭鹿l鴫をそえる。，｢後

から家々の代表者が鹿i3を持参uドIll官からwmて

もらって船にそえつける。やがて太鼓に送られて川に

流されるのであるoもとは，上述のように211かかI）

であったか，いまは午liii午陵で，カシーィダテとカシーィ

ナガシをすませるのて，タテナガシといっている。

î Hl9が川に流ｵ,ると，「供らはいっせいにIllにj,fび

こ象，頭のツボの銭をぬきとる。流し終えるとり[i雌の

家で澗宴が催されるのである。

大iIji成部落では，長雨が続いて，秤虫発ﾉ,:や洪水の

心'呪があると，シリーぞツ,ﾉをやるというふ,hを11け~。

すると，各家ごとにワラで40センチぐらL,の人形を作

り，これを鹿I|ルさんといって，ひさしの除根の上に立

てて11骨天を祈って休みとする。IノリがIVMiると什家で人

形を桟俵にのせ川に流すのである。

事例32仙北郡12）
「鹿'鴫流し」

等身の蕊人形を蕊馬にのせ，鍍守の社のillにたて，

各戸でも高さ50センチメートルほどのチョンマケの雌

人形を作り屋根の上にたてる。雨がやめば人形を版ﾙ）

にのせ，お供えや燈明をあげ,川に流す｡これを鹿,鴫流

しとL、う。

事例33機手市13）

「鹿||ルまつり」6月（|Ⅱ柚え後）

この祭りは，6月と限らず川植えすぎなどにする。

家々で鹿'嶋さんの人形を作って，お祭りをして，柴と

蕊て作った舟にのせ，部落の人たちの笛・太鼓の音に

おくられて川に流される。五穀成就・家内安全・疫病

退散を祈るものである。

また，ドill官のご祈緋をうけた鹿嶋さんの木札を部落

の|||人11に結びつけて，疫よけ・部落の安全の守りと
r､らじ

ULめ純と大きな革靴を部落の古木にかけて，鹿嶋

まつ')をしてL､るところもある。

事例34人雄卜l藤巻（写真1-2'・平柳'4）
「鹿流し」

牒巻・平柳に立てらｵ'ている人ワラ人形は，ヤクジ

ンサンともカシー､'サマとも呼ばれており，これとは別

の||の腿iil‘流しには各家でつくったカシーぞ人形を流す。

雌||心様は，1フラ20束，おとな25人て半Hかかって作

り，部然のはずiiに立て疫柄が伐人するのを防ぐ。ケ

ダニよけ-てもある。

事例35平鹿町浅鮮pfaW

rffl心送り」7)]1811

'I'li'f-Jikiベは地雛がI耽弱なことから，地震を抑えるia

としてﾘI'.噺様が帖仰さｵ'てきた。ii1地|ﾒ:は12戸で構成

さ,Hており，衿家々でつくった武者人形12体を村の鎮

‘,f様である雌''1ﾙ様の杉の広場に雌めて拝む。

事例36，F脱町拙鮒l荒処（'ケ真1-3;

「Iulll‘さん」8n2ori

付の人I)IIの杉の水に人革靴をかけている。こオ'を

1/1'Il心さんとよんでいる。この鹿I'll:さんは，疫病退散・

Iin伽､のIiとして佑仰されている。火草畦は長さ6尺

・''''13尺である。こｵ'ほど入きい草職をはく人が村に

いますよとい)'HIらせであり，その人とは村のi刑雛の

fll．人|Ⅱ肌|ﾉI藤利右エn弥惣を指したものだといわれ

ている。

事例371111ﾉ1村処沢（写真1－4）

「雌11心様」1114)18Hまたは4月1Bi,4月1511

,:;,さ4．1メートルの頭部木製のワラ人形である。カ

サ状のip'ii]'をつけている。以前はmm北上線沿L,の

|||代沢の||'f道"i手ﾘI.とのりi↓境）にあった。現在は，

mmm号線の県境にある。|陰陽物をもつ男性人形道

illiliである。Ill代沢では，片，東方より悪病が流行し

(i;比がi'lしんだので，この地で‘哩病を追L､払うために
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鹿|嶋様をたて祈願したといわれている。

事例38大森町15:

「鹿嶋流し」「鹿嶋塔」

剣花Illに鹿嶋神社を勧請したのは長}僻2年(1038;

と伝えられ，この大森の地方に早くから脆Ill鳥信仰が芽

ばえ，講中もでき，鹿嶋流しの行Ii-は,imnの初期ま

で鴨んに行なわれた（照井家古文U)。

鹿ill＄流しは地震をゆり起こす大輪を過給するために

鹿|鴫大明神を舟で旅立たせるものだといわれている。

汁は各町内，各部落毎に鹿11賜誰があった。

古老の話によると，旧大森町では，鹿'鴫ﾙ)をかつい

だ若者たちが，日頃のうっぷんをはらす吐け11を特定

の家を目掛けて突入し，ノ〈損害を与えるなどの騒ぎも

あったということて､ある。

村々でも鹿嶋流しをきっかけに，村i"l志のけんかに

なったこともたまたまあり，鹿Il鳩流しの行那も大方取

II-.めになってしまった。

近年，大森町商工会のIll-入で,10町内の鹿m流しは

親子会の行事として復活し，子供鹿'1山に|Ⅱ楽炉龍も添

えられ，昔の荒々しさはなくなり，まことに優雅な子

供行蛎となった。

鹿嶋大明神の塔は，町内歪る所にあるが，雌立年月

をIﾘl記している塔は，昭和年代のものばかりである。

これは昭和年代になって鹿嶋流しの行'lfを取り止めに

し，その代りとして鹿嶋塔を建立したためである。

中ノ又，末野等には，3メートル以上もある蕊人形

の鹿嶋様を毎年新しく村境にたてている。

板井Ill部落に伝わっている「じじばば流し」は，単

に鹿ill‘流しとだけは言い切れないものがあるようであ

る。じじ．ばばの人形は男女のm¥i神に作られ，舟家

々からは小豆餅をもちよってたくさんｲﾃ負わせて，川

へ流すのである。餓死者の慰雅・世Ⅲiill祭り鹿''心流し

などの複合したもののように思われる。
16）

事例39大森町末野

「鹿嶋送り」旧暦6月7Ⅱ

ムラの人々が力を合せてショウキサマの人ワラ人形

をたてる。この日，各家では稲のI'llとガツギを材料に

l_て「カシマ人形」を作り,nuのIl;にくく0つけて

おく。6月9日のカシマ祭にはこの人形をあつめ，木

の枝とムシロて作った舟に乗せて川へ流す。今では，

ショウキサマ立てとカシマ送りはHじIIに↑jっている。

事例40大森町川山17)

「鹿'''6流し・疫ii'送り」

古来何れの時に始まりしか今蝿詳かならずと雌も，

当地に鹿嶋流し疫神送りなるものあり。之等に関して

少しく述べん。

鹿'嶋送りは，例'I柿秋の季節を終り，草取り前に随

時に之を行ふ。此の作方は蕊にて武者人形を椿へ，鹿

嶋大明iiiiと記せる紙旗を其の背に負はせ，刀を伽はし

め，手槍を排たしめ，師家のIf頭に立て置く事卜七日

間，其の期Hに至り之に供膳u神酒を進め，多少の

草畦銭と兵締を持たしめ，而して，役所の前に持参すと

役所にては液て此の人形を放せんが為，船（藁菰にて

造る）を造り，家々より持ち来たりしものを配列u

皆舟中に納むる時に神官米りて之を祈梼し，肝煎，郷

人附添いの上,'官と共に之を川前に送る。舟は勿論

若者共に曳かしむ。而して，此処にて亦fil'官の祈祷あ

り。終りて之を川に流すは其の例なりしが，此のこと

は,ffl治九年迄はｲド中行Iiの主なることな0しが，鯛

来廃れて典の,|,fなし。

疫神I送りは，是も[りれのf'三に始まりしかを尋ぬるに

Illなしと雌も,Iﾉj製の久しき遂に俗なし，慨例により

鹿嶋送りをなせし。其の夕は，必ず此の疫神を造りし

なり。其の状は爺蝋の二躯にして，之も蕊にて造る。

其の丈け四・五尺にも余りなん。体の1"1りも之に準じ

七五三棚を腰に巻かしめ，蕊の編笠を頂かしめ，手に

は団扇を持たしむ。と総て若者等の細工なり。この二

躯をば役所の札の水（今の役場の掲示場の如きものに

て一郷の徒を掲げ侭<処）に雌て之を七日間留め置き

此の晩に至りIll二雌，郷人は元より若者一同相集り，神

官の祭告を7*5,fi|iW!i;l|;i;をなす等ありて後，蒋者小

児等に至る迄m-火を燈し.II[煎，郷人は袴判織に提

灯を持ち，此の爺蝋の後べにつき送りて万太澗,に至り

蕊矩火を柴めて之を燃やし，其の火光のある中に；>¥>官

の祈祷を了I)，終に之を該洲に流し入るるを以てこの

事の了りとす。然るに此の疫神を送るに先だち若者（

下人奉公の者）等，一週I州の休業を請求するは例なり

き。其は疫神の懐中せるrIf附に依るものなり。即ち次

の如し。「我等mm.iの為め七日i.".i当地に滞在し，芳

苫共の見送りを『!)云々」。依てｵl"者共に七,｣,川の体を

与へられたしとの意味のものなりき。此の慨例も今も

廃れて，只其の一jJI残すのみ､。
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県内のおもな鹿嶋様

写 真1－1平鹿町田舎
写真1－2大雄村藤巻

写真1-4llllﾉ1村黒沢写真1－3平鹿Ili]眺剛l荒処
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写真1－6東成瀬村谷地写真1＝5湯沢iiivi-e
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参考のため，其の諜附を左に示すべし。

我等の二人はI前部通0の肯に候処，途【I'ﾉL1Iflの為め

当村に壱週i州滞在致，万太am迄|､リ)共に送らｵ,度，

其慰労として下男共へli'lちに一過|川休IIをﾉﾉ.へられ度

奉願候也。

Iliド*

部落協議委員御中

事例41湯沢市柳川US!

「鹿嶋送り」旧6月2411

むかしは，部落の両はずれに一体ずつ祭らｵ,て，､た

暑鹿'嶋さんミに感謝の一つとして始められたが，いま

はその跡のくぼ地に，ワラで作った灯を投げこむだけ

である。神体を城主小野寺左衛PI守。fどもたちがワ

ラて作る丈余のタイマツを手にし，太鼓のはやしで部

落をまわり，昔ご神体を祭ってあったくぼ地に‘燃え残

りのタイマツを投げ込む。

事例42湯沢市岩崎19)写真1-5,
「鹿鵬様」

千年公間の八幡神社の裏手にI'.'.'lさ4メートル以上も

ある大ワラ人形男女一対をおいて悠疫退散の折|願Lて

いるが，これを鹿嶋様といってL,る･

「カシマサマ」1113月1711-1119)1111

粁崎の八幡神社境内の水神社の典に入木によりかか

るようにして立つカシマサマが二体ある。そｵ,それに

白木の面がつけられ一方は口をひらき他は閉じた阿1,云

の形ｲ:'1をして男女一対の人形とさオ,ている。

事例43束成瀬村梼川谷地（‘ケ典1－6）

「鹿|||〔}様」IH6月111

Wfill地|ﾒﾐでは,lass月lIl（新|件7112111）に虫

送り行Iilを行っている。この11,家々では虫除け札を

各家の111に立てる。同時に｜､lの上卜･人11にあるだ円形

のYi塔に桃連を張り,ttrwのお札をたてて11む。この

ｲi塀を鹿'1‘様と'1fんでいる。怖Ill地|ﾒ:では、桧Ill台．

草ノ台．菅ノ台．大柳・天11:.谷地に2～3の鹿lII‘様

がある。この'｣は，輪番Illの宿でwIiを行い，夕媒[f､f

に太鼓を打ちながら村境の鹿'嶋様にlfりう。鹿,',〔}様に注

j血を張り，岐神のお札とiili洲．行．灯Iﾘlを供えlドむ．

その後は，各['が蒐箱を排参し，術でm宴をもつ。

事例44特湘村貝沼20）

「疫神おくり」・「鹿''1〔)祭」

疫'I'おく1の藁人形であって，陰牌3)12011に付の

IV汁が蕊を以て作る。そして土名を「鹿'iii;-参」とiif-.v

とL､ふ。

柳Ill氏>鹿Ill‘舟.鹿嶋人形について，次のよう
に述べており，リ,↓内の鹿嶋行事の要約にかえたL､。

「カシマナガシ。欲|{|県内の鹿嶋舟は，多くのI驚地

ではもう年'I'行Iiとなり，神送りの必要の有る無しを

間はないやうである。ノ〈曲の町では5月27日（民族3

巻4号），秋Illでは近年Ⅲ5月150にこの鹿Ill鳴祭を

準付したとし､ふが（風俗『lii;456号),能代や津秘の深

ill!は共に4月811,八郎湖畔では|Ⅱ5月muに之を行

ふ例もあった。文化7年かの大地震以来殊に地震のな

い常陸鹿HiCの御社を蕪うて，この舟祭をする国が鴨ん

になったとも調ってL､る（軒の山吹）。しかし，仙北

郡の′|ﾐ保|ﾉ1などでは，今でも鹿嶋流しは年中行'lfでは

“､。ただ,v-の年に雨を祈る臨時の式として，等身

の,蝋人形に紙の衣・紙の烏帽子を着せてただの舟に乗

せ，太鼓打ち簡吹きが足に乗込んで,111を下りて送っ

て行く稗ひであった（郷士研究6巻2号）。」

「カシー‘ニンギョウ。但しこの多くの鹿I鳴舟に共通

な,'.',;は，パlに人形を戦せて送ることで，他の府ﾘI.の送

りル1．でも，瓶例は右るのか知らぬが，私はまだ聴いて

いなL,。深浦の鹿'1脇祭でも数多くのﾉ、形を小舟に采せ，

筋太鼓ではやしつつ送って州て海に流したといふが，

舟と共にであったかは明らかでなL､。能代の神力丸も

三つの人形を牧せたとある（秋田風俗間状答）。是は

恐らく舟と共に流したのであろう。大曲の鹿鵬祭では

流すべきﾙ}を柴で作り，是に鹿f喝さんといふ人形をIi;

せ，又"&餅を此舟にil'..込んで川に流すといふ（氏族3

巻4り）。Lかも此人形は，本来必ずしもパlに救せて

流すものとはきまってI,','-なかったのである。同じ皇)易l後

Iiilでも､|えmmの或村などでは，盆を過ぎてから之を作

って|:､lの境に立ててiffいた。11的は疫病の防衛にrI；っ

たらしく，処によっては是を鹿im;人形とは謂はず，唯

ｲ:~［とも又'|譜頭犬’1とも"f-んでA;た（雪のMm路）。

近年は北秋taの方では是をドジンサマと詔ふらしい。

lillち止人であって，人類学者の教えた新i渦では無かっ

たかと,'と1,う。」

Ⅱ雄物川町深井の鹿嶋行事

1雄物川町深井の概要

雄物川町深ハ菖は雄物川東岸の平坦地に位置し，幾度
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となく水害に見探われた地域である。Iノリは大字人沢の

Ill川で境とする。寛永～寛文の頃，悔津半ｲmnの家

臣石川五郎兵衛がこの地を新墾し，開旧に成功した。

「秋田風土記｣(文化年間）には戸数87とある。「雪の

出羽路｣(文政年間)には家数83人,数394,馬数29とある。

明治の中頃までは物資輸送の大動脈であった雄物川の

舟着場としてにぎわい，本荘街道の要伽でもあったた

め，雄勝・平鹿2祁の物資の集散地であった。IﾘI治22

年平鹿郡福地村の大字となり昭和30年からは雄物川IIIJ

の大字となった。深井地区は上・中・‐ド深ル地Kで牌

成されていたか，昭和22年の大洪水のあと雌物Iliの改

修工事により120戸あった集落のうち下深ﾉr-地|ﾒ:を中

心に63戸が大巻地区に集団移転した。現在,総戸数107

戸，うち上深井16戸，中深井16戸，火を60戸，末航15

戸で形成されている（図2）。

現在、雄物川町では，26ケ所で鹿嶋行JIiが行なわれ

ている（図3）。そのほとんどは、鹿''1〔>送りの行Ii-で

あって，人形道il神としての鹿嶋様と鹿Illﾙ送りの人形

祭が重っている。送り出す人形は，雄物川や|ﾉ11堆部の

大宮川・石持111．そのほかの小河川に流している。

2鹿嶋行事の地域的・歴史的背景

深井の鹿嶋行蛎の起源についてはｲく評であるが，雄

物川町の'｣､沢文兵衛秀興(al楽斉）が|'|分のj'･供たち

に「此書ハ年中勤ねハならぬ世の中の雌即と，喰ねハ

凸〔唖 300

‘ 栗'､卯丙吋

図2雌物Illlil]深此の地秘

ならぬ事をかき伝えり」として弘化3年(1846)に著

わした「歳中必要11記」に，「六月十八日，鹿島祭，

餅鳴きをし，夜には灯龍をつける」とある22)。江戸期
にすでに“鹿'鳴祭”の年中行事を行っていたことを示

してはいるものの，その起源，行事の詳細については

明確でない。隔岡芳郎深ﾉ|部落会々長によれば，「深

井の鹿'鳴行半はいつ頃からはじまったかは不明だが，

古老の言によれば，かつて，流行病が頻発し，ツツガ

ムシなどの疫病が多く発生したため，病魔の厄)倣いと

して夏の流し行Iiとなった。現在は五穀豊穣・交通安

全祈願などの行Iiとしている｡」と述べている。

深井の鹿嶋行1fの史的背景を災害・疫病等から考察

することができよう。雄物川町の天災23>は水害．冷害

がその主なもので，これに次ぐものが早害・震災であ

った。ことに，雌物川流域の洪水は古来，毎年のよう

に氾濫が繰り返され，そのたびに生活を苦しめられた。

雄町川町史によれば，文化元年（1804），9年，琉永

5年1852,明摘12年,15年,27年,29年,30年，

36年，37年，40年，42年，43年，44年，45年，大正2

年，6年，7年,15年,Ili'l|il22年,23年の大洪水は大

きな被害をもたらした。特に，明治27年,llfll22年，

23年の水害は大惨渦であった。昭和22年7月22日の大

洪水は，深j|地K115戸,F櫛形地区62戸の全戸が床上

浸水の被害をうけた。深外地区の宅地の浸蝕は符しく

後に.恒久的堤防也‘没運助を展開した。昭和30年に大堤

防が完工し，深昨地|えの大半の宅地が河原に変貌し，

南形字大を（63戸）に災l-i-I移転した。雄物川の洪水は

水害.I刈作さらには仏染捕などの疫病の脅威をもたら

し，人心をまどわL′Mnの不安を与えてきた。それだ

けに，滞政時代から統いたⅢi荒貯穀の精神を梱推し，

郷倉に貯殺さI'た。峨物m町では，深井の郷倉を含め

16ケ所に也立された。それだけに共同体意識は強[Mで

あった。

一ﾉ3,洪水等によるに染病などの衛生行政も推進さ

れてきた。明論1(1年にお'十る裾地村の伝染病]糸防'出が

予算総額の9.1%をr'iめるほどであった。また，洪水

の危陥にさらされた柵地地|ﾒ:で･は，その都度授水家)霊

に清潔法施↑』ず-る!淡決がなされた（明治30年・雌物川

Ill)郷土山）。ルII地地|x:のおもな伝染病に間するililm地

村4i勝服告のし、くつかを取りあげて黙ると，

「洪水あ')，深ル紬惚には弊官と共に戸々につき合法
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図3Ml物川町のlﾊ』嶋行Ifの分ｲ1丁
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施行を従す」（明治27年)。

「深井・柏木部落に赤痢患者（各一名）発生死亡す」

（明治29年)。

「伝染病は西野部落に実布姪利亜一名全治，深ル部落

に格魯布一名」（明治30年)。

「伝染病は南形部落に三名発生し一名死亡｣('ﾘ}治33年)。

「伝染病患者は十四名発生，その内死亡三名全治多く

撲滅」（明治36年)。

「水害のため腸チブス患者六名発生，内二名死亡｣iﾘl

治43年)。

「深ﾉ|部落に腸チブス患者三名発生，内一名死亡｣(明

治44年)。

「道地部落に腸チブス患者二名発生，内一名死亡｣｢種

痘においては無料接種を行なう」（人正元年)。

「腸チブス患者道地一名，深井一名発生，｜ﾉ1一名死亡」

（大正14年)。

「I噺チフス患者一家四名発生全‘快」11,'lfll元年)。

「伝染病,患者深井部落に一名発生」（昭ド115年)。

などがある。これらの伝染病は，前述の主要な洪水ll.'f

に発生したものである。

明治以前の医療機関の記録はなく，薬';'i〃薬（富

|||ﾘILの売薬）にほとんど頼っていたものと考えらｵ'る。

A'IK年代から無医地区になった福地は昭fIll3f卜に診療

所が淵所するまでは他地域の開業医に依存した。それ

だけに災厄に対する備えも乏しかった。

雄物川の沿岸に位置する福地地区の西野・道地・深

ルの各柴落は，古来，水害と闘い，ケダニ病に悩まさ

れ，まさにケダニ地獄から逃れることのできない宿命

にあった。雄物川町のケダニの生息地（道地一禿川段

・大沢Ii1野・上川原，下西野一中畑．IVI場，上|ﾉWi-

Wll原・柳原砂山堰）は雄物川に注ぐ（放水路）上・下

流付近50メートルくらいの範囲であるが，水害||制こは

特定以外でも被害にあった。明治33年からwmm年ま

での間に55名の死亡者があった（｢唯物川llll郷|息lj4｣)。

それだけ-に，ケダニの生息地にはケダニ地蔵尊がある。

深〃深徳寺境内にもケダニ地蔵尊があ0,以iiは6月

24日に祭典を行っていた。現在は8月2411に行ってい
24）

る 。

雄物川の自然の脅威，その環境と風-卜に対して，先

人は自己の力の限界を知り，他の大きい救いのﾉJを求

めて信仰が芽生え，天を仰いで神に祈り，地を盤して

餅などを鳴いて神に供え，酒を汲み交して労をねぎら

い，無病息災・豊作を祈願したのであろう。今日伝承

されている鹿嶋行事も当該地域における地域的・歴史

的風土を背景として，また村落共同体の一員として果

たさねばならない義理であり，生きるための年中行事

の一つであったのではないだろうか。

3深井の鹿嶋行事の概要

深井の鹿嶋行事は，同地区の八幡神社の八幡識組織

によって，毎年7月16日に行なわれている。この鹿|嶋

行事は，人形道；M神の鹿I鳴様と鹿嶋送りの鹿嶋人形と

の組合せ行事である。鹿嶋祭はムラの行事であり，送

られる人形は，家ごとに作られる。人形道祖神が立て

られている地域と鹿嶋送りと称する人形祭を行なう地

域が重っている事例は，秋|fl県内では少なくない。雄

物川IIIJ-の小沢文兵衛秀興が著わした「歳中必要日記」

（弘化3年）に，「六月十八日，鹿島祭餅鳩きをし

夜には灯篭をつける。」とある25)が，人形道i11神と鹿
n‘送りの行事の全容を知ることはできない。現在は，

五穀豊穣・村中安全・無病息災・交通安全などを祈願

する行事となっている。

7月16日には，人形道Mifの鹿I嶋様と家ごとにつく

られた鹿ill鳥人形をのせた屋形船が，笛・太鼓・鉦・鼓

などの鳴物・拍子にあわせて各家々をねり歩く。屋形

船では，小学生（4～6年生の女児）が手踊りを披露

する。一巡すると武者人形を流し舟にうつし，雄物川

に流す。流しの行事が終ると鹿lIl鳥様は雄物川橋のたも

とにすえられ，年番監督の家で直会をする。屋形船は

かっては上深井・中深井・下深井の各地区及び八幡講

中・親方衆（地主・3台）の7台ほどが作られたとい

うが，現在は八幡講中の1台の3L人である。

’1#和57年7月16日の鹿Il鳩送り行蛎の経過は次のとお

りである。

○午前9時30分～

人形道祖神く鹿嶋様〉の製作，屋形船の組立|刑始。

製作場所一八幡神社境内

製作担当者一鹿嶋行事執行年番(12名）及び年番

監督（2名）

製作指導者一佐々木善一（35才）

（この間，各家々では朝に餅揚きをし，鹿''113人形

をつくる｡）
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く。11嬰には刀をさし，手槍をもたせる。背には苗に入

れた餅を背負わせる。各家々では，鹿嶋人形ができあ

がるとﾈil'棚の下において家内一同が拝み，屋形船にの

せる（写真2）。

○午後5時～

各家で製作した鹿嶋人形を屋形船にのせる。

○午後6時30分～

屋形船にて厄蕨い神事

○午後7時～

屋形船にて小学生（4～6年の女児）による手踊披

露，鹿嶋巡行出発（順路：八幡神社～末館～中深井

～上深井～大巻～中深井～八幡神社，図5参照）

○午後10時30分

八幡神社前にて屋形船の鹿嶋人形を鹿m鳥舟にのせ，

雄物川の河Ili敷に移動，雄物Iliに流す。

○午後11時～

人形道祖神く鹿嶋様>を雄物川橋のたもとにすえる。

年番監督の家で直会。

鹿嶋人形は，かねて準備していた稲の苗をよく洗っ

て乾かしたもので頭部をつくり，首から下の方はガジ

キを材料とする武者人形である。“鹿嶋大明神”のの

ぼりを立て，そののぼりにはその家の男児の名前を吾

4鹿嶋行事と八幡講組織

深井の鹿'鴫行事はムラの祭りであり，その運営は八

|勝神社の識組織（図4．5）によって実施されている。

八|幡講は深ル地区（上深井・中深井・大巻・末節）の

全戸(107戸）でi成され，地縁的に12組編成となって

いる。上深ﾉ|菖2M(16戸),中深井2組(16戸),大巻

|“(嫌’
総代会

（5名）
八幡祉脊即機関 (社'堂推薦）

禰企imIi及び

に会！;|･等の
決定機股,I

ヘ 幡 講 協 談

（各班代表計12名

どエ
エズ (各班代表・任期2年

(輪番制）

作
唾
一
牛
午

行
一
番
他

機
一
監
御

関〉

ｲ叉
[］

Ｉ
Ｉ

１
１

八幡満協議会の

決定蒋項の執行監好）

年番監仔

（2名）

鹿嶋行11の‘促施
職粁機関

年

(什班代

年番

(什班代表計12名）

番

を計12名）
兜'1ﾙ行!Ⅲの執行 (各班代表1名、輪番制）

｜〈地縁的結合〉

亙毒輔肌
吾吾菩些｜

常(下深井から移転）

L

組

8

｣-

訂

官

てT丁
・上

深
ノi：

下
深

｜’
(現河川澱）

もと30軒

総数107戸

沖
坐

図4鹿嶋送り八幡蒜組織

写真2雄物｣||町深J'二の流し鹿lie
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7紺（60戸)，末節im(is戸)となっている。l紺､F

均約9戸で形成されている。八幡識の上部機関として

総代会，八幡講協砿会がある。総代会は社'戦か惟鷹す

る5名によって'M成され，八幡*社の管即機関となっ

てL,る。総代会の下に八幡講協雛会がある。八幡講協

,鍍会は各組の代炎f眼期2年，輪番制)12橘で桃成さ

れ，八幡識の‘渚行，lfの企[[Ill・会【汁等の決定機|慨lとなっ

てL，る。

肥l嶋付『伽冒の'だ行機関はイド蒋鼎,科・年然があたる。年

冊椛'Iiは，八幡拙協1雛会の2名がii.m哉会の決定11冒項

を執行i-:.'.督するftにある。年番は符組代炎（輪稀制）

の12名で勝成され，年番職督の折,J-にしたがって鹿鵬

friiを執行する征にあたっている。

年番・年番監督は，鹿嶋様や鹿鴫舟の製作準術及び

製作の外，屋形船の組立て・飾りつけ，手跡りの指導，

鹿''1‘巡行の‘芙施，流し行悔の執行，予算の執行など，

此''1〔>行』御こ'兇Iするすべてを執行することになってL､る。

しかし，鹿嶋様の製作に閲しては，年需が'肺恭mに

なっており，深井地区での唯一の技術伝承者である佐

々木善一氏の指導をうけている。またI鳴物,ll'lfに

mしては，年番柵成員では不十分であって，地域|ﾉ1の

維験者が征年つとめている。手跡1は年番の家の女児

が机当するために，その指導は年番の主燃,}があたって

L，る。

/6
L

5鹿嶋様・鹿嶋舟の製作工程

深ﾉ|蔦の鹿嶋行Iiは，現在八幡識組織によって運営さ

れているか，かつてはi‘f者組の行事であったという。

戦後,Ml行事に|兇lする技術伝承者が老令化したため

に後継者問題がでたのであった。特に，鹿嶋様の製作

技術は昭和40年代にはI"]地Ⅸの伊藤嘉一郎氏(1886-

1972の黙となった。Ilfll42年に青年会の有志10余名

/J-.f)ﾄ藤嘉一郎氏から鹿Il心様や流し舟の製作技術や鳴物

・イ|'if･を学んだのであった。ときに伊藤氏は71才･のI笥

令となっていた。一時,mm行事は青年会が中心とな

っで炎施してきたが，，1,畠ｲ｢､会のメンバーが勤務の関係

等で転出する者が多く，」兇〈|ﾖは佐々木善一氏（農業，

雄物川町農業委員,Il|'{fll22年生れ）が唯一の技術伝承

者になった。佐々木氏は|ﾙ喋氏の隣家におり，伊藤氏

に接する機会も多かったという。

佐々木善一氏の伝ﾉ侭している深井の鹿嶋様・流し舟

の製作工程は次のとおりである（数字の単位はmm;。

材料～ワラ，ガジギ（マコモ），エビクサ（エビモ），
〃』2の§

槻木，杉，杉菜，ゴザ，タワラ，シベ，純

製作用具～ノコ，ナタ，ハサミ，クマデ，カッター，

キネ

その他～E筆，塊，準11}紙

鹿嶋様の製作工程

（1）材料の準術，吟味，ワラ打ち，シベ抜き

●

彦

-缶

糊

山

●八幡神社識Ill

一 巡 h

図5雌物ill町深ﾉ|暑

Rt＄送りの八嚇識細

○南形地区

(コース）（八幡神社||｣発）

Ii(i和57年塊ハリ

ー－－－－識組範m(i～12組）

◎舟流し場
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鹿Illﾙ様の骨IVf

指（手・足lil'J用）

上腕

縦「清紫・ﾛ卜喋Il祥

必ささ○

ﾘﾅ根（正面w

ﾂﾀ根（側而1*1

p2”

乳房・膳・鐸

〃o→トー－/300－－－卦
’

刀剣

図6-1実iⅢ図(鹿''1‘様
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（2）装具の製作～|有（槻水・12尺,m¥槻木・12

尺)，刀（槻木・1750,柄450・lllfl300)、

蝉（ワラ・紗280）

（3）骨細～(槻水・上mmoo.尚さ1800,*600,

中軸HOG)

（4）ノIL.fの製作・取i､l～（ワラ・全1乏600,指の長

さ200のものを5本一組とし.p-足各2組

（5）脚・上腕の取付～（ワラ・各3段|､f.段IB150

（6）ll1付～（ワラ・シベを|ﾉ1にゴザジメ，乳房・’隣

｡280）

（7）ソ)根の製作・取付～（虻え体・槻木6()()，男根紗

550，長さ-100.

（8）釧部の製作・取1，l～iniifき～堀!';き・模造紙

又は木綿．頭祁はタワラづくり）

（9）頭髪・髭・陰Eの取付～(エビクサ）

HOi装術装域～(I職・刀・槍）

llll輸送台取付～（リヤカー）

Kl'lUﾘﾙiの製作［縄

（1）汁細～(1111先・杉典,il)・杉1800,(11200,

縦軸・槻木～500,800〉

（2）船底取付～（ワラゴザ）

（3）船'1.取付～（ワラジメ）

(4)i帆椛取付～(槻水・」二之さ1100,張純）

(5)帆の取付～(紙製．L辺680,下辺48()，船名：

Kli*)

'<洲H(136)

(槻木・12

1300-.

おわりに

東||水に辿綿として及んだ雌ill6のif威は，現今の祭

蚊の付11:に遠くから崇敬門･か参拝することにも，神宮

の娘を卜食によってIllfﾉrするとの伝統を保った鹿嶋の

物忌の椛威にも，また〃ｲlｲﾉ|;物の暇|刈や一年の運勢を

村々 に'I『げるべ<Iji宵の－di;を派造した恥i淵の1下触ｵ1，

弥勤mともいわれた111.)1型〈能たる鹿III'.蹄や夏の流し行

小:の一伽である肌''1〔>送り・肌|||噺人形の行!f:にも，それ

そｲ'imに示さオ'ている。

ことに,mmﾘI,は輿の流LIrhの一柿である恥Ill階送

り・(lilii)人形の付iiが鴨んである。この腿in;送りは，

-n高仰から派ﾉ|ミしたIl送0の一靴で，災伽がI､lに襲

いかかってくると，それをもたらした悠神を追放する

ためにﾉ、形をつく0,ノ、形に悠神を追いこめて村境に

追い川すという呪法であ2)。秋illﾘ『(では,s作l-if!顕・

If虫除け・地震除け・¥M乞いEl^i，.'u神流し・入漁

・海上安乍・流↑rVI除け・悠疫,WM退散・火伏せなど

多様なl細いをこめたｲriiであった。鹿|鴫は船を'41任に

扱うノノをもつ航海'､):継神であり，また人fll朝廷が東北

←6『0－ラ

１
１
立
ｃ
Ｃ
釣ﾚ釧ﾄ、＝

1

○
○
ミ
ー
‐
１
１
１
Ｗ
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三才一
一／ワ00－-一一

『

~と

矛

鹿''19舟の骨絡 鹿|鴫舟iKifiiW;

jﾐ測図mi心舟）図6－2
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lirl光に|擬して征討軍の異郷への行淵を‘､fり,.'((.iiを‘品

威で追いはらう軍神・武神など,Mill!剛言仰の多ﾉ心性に

よるものであろう。

秋ill県の鹿I嶋行事の一つの特色は．人形辿肌vVが立

てられている地域と「カシマオクリ」と称する人形祭

を行なう地域が重なっているところにもある。いずを

か一方だけを行う所もあるが，この1.1'jﾉﾉの人形を作る

村もある。雄物川町深井の鹿嶋送りの汀‘l;:は人形辿；II.

神としての鹿l嶋様と鹿|鴫送りの人形祭が'nつたもので

hn.その典型といえよう。神If氏26)は「ﾉ、形jimp
と他の人形との組合せには，(1)火きい通m神の形と'1，

さな人形が重なる場合，(2)ムラでつくる辿川*の人形

と，家でつくる人形が重なる場合，(3)ムラ境に立てて

おく道H.神の人形と，川に流した0,，焼いた"して送

り出す人形の重なる場合」を指摘し，「この1jiなり合

L,を手がかりに人形の相亙の関連を鮮Iﾘ|にしていくこ

とができるのではないか」と述べている。

雄物111町深ルの鹿嶋行1iは.1(1'111‘祭はムラのfrliで

あって，そこで送られる人形は家ことにつくらh.人

形迫iII；*の鹿'''9様と鹿id:,送りの鹿Ilル人形との糸11合わさ

ったfri¥である。すなわち，ムラで作る人形MMMと

家ごとに作る鹿嶋祭の人形との'Rなりが，立てる人形

と，送り出す人形との関係になっている。このよ‘)な

形態は､F鹿地方に顕著にゑられるo

秋iii県の鹿嶋行事は，鹿鴫送りが虻配的ではあるが，

人形.ilfll神・石造道柵神・大瀧草職の道剛神をもカシ

ーぐサーぞと称する地域もあり，また，人形血mや虫送

り行11:の人形・彼岸人形，その他，多くの人11送り行

1Iと'、なる地｣或も少なくない。

iff11氏27)は,「一般に，人形のあるfrli洲仙は，槻ぎ
の怠味を含むものである。人形に流すものと，流さず

心,たLノ〃

に保存するものと二種ある｡」「形代を祭る料仙が出来

てから流す形式と，流さずに祭る形式とに分れて来た。

地ﾉﾉによると，実盛人形を先に立てて，虫送りの芸を

しﾉI皇ら，村境まで行くところがある。,',い料俄のある

ところでは，実盛の草人形を作っている。此人形は．

,哩背の首彼で，部下の悠者を‘ﾉ|率してけって呉れる，

大切なものである。人形祭0では,送りのﾉﾉが上と

なっているか，七夕まつりには,mを迎える形か見え

る｡」と述べてL,る。またfiiinii氏28)は．「ハ茜の人形祭は
思いきって素朴なものであった。そｵlが現ハヨの雛の節

ｲﾘになるまでは,Hi段とも知れない変進を締てI.'iる

のだが，しかも典以iiuの升段階は，今もまだ金く/iU

滅びてはjllIらず，似せば色々 の痕跡が，村人の′|:.i門の

'卜'に見ぃlllされる。さばらえ又はIﾐ嘘さんなどという

虫送りの人形もその一つであれば，紙で雌も簡'('-なﾉ、

の形を側って,身を撫でてから川に流すという六HUMII

の人'砿なども別の系統のものということは出来ない｡」

「素人細’二で作>)あげた人形という点はI"lじでも，そ

れにもiIlくから二つの似I'.]が現われてL､た。一ﾉjは，

一つの場所にすえて慨く故に，ただ形を大きく又奇抜

にしようとしていたに反して，他の一ﾉjはI渦処に排ち

あるくので，追々とこまかな技巧を加えて，その勤作

を面白く見せることを心がけるよ｡)になった｡」「'1本

を二つに分けて，｜ノリの付々の人形には移動式が多く，

東北にはI人な作り付けのものかまだあって、このﾉﾉ

か一つ古L，ということまでは考えられる｡」「北の〃へ

進んでflくと，ただむやみにﾉくぎなり)女の像を造って

それを村は一ﾘﾆれや'永のrinに,たせてnくだけのも

のが多くなり、("Iかl唯よけの爵ﾉ､のように児ら肌あけ

れども、ノと竿もやは0一iiの火が終ると，村境に送I）

出してiii:いている。もとの!Lりは双ﾉﾉｰって､あって、

共に稲作の蚊もs挫な時Iﾛlに．部lﾉ1をﾙ1浄にして災'

の根を絶と｡〉とする，足も純のサハラヒであった｡」

と述べており．鹿嶋付isにおけ-る他の人形rj)vとの|慨｜

係をホ'愛している。

本稿は，雄物｝||町深仲の鹿,19行11に|則するii例鞭告

であったが，′>後もりI.内の多くのI;例を洲ftし．検,誹

していきたいとち･えている。

なお，水mの‘州術にあたって．雄物川郷|識料fill

の柵岡新作・IﾉI§々 水隆のIII.)氏，雄物川mr探川;fl!落会々

j-anNm氏,N地1人:仏々 水沸・氏や､ド鹿町町ﾘ4柵さ

ん宗'Wî uililili'iiV氏をは［めとする紗くの地ﾉ心の

ﾉﾉ々のごlぁﾉﾉを［､ただし,た。また、水航mm忠．氏か

らの脇ﾉﾉをいただいた。ここに'｣』:<感I洲の恵を炎しま
一半

ツ o

註

i)mm減は，「'1『の出参M路」「'背のあきたね」「11

の出湯M路」「おがらの術」などで，蝋人形について

述べている。この蝿人形を「謝､雌」といい,l/lilllﾙﾉ、

形・''11『：）さ・′l鷺蚊ﾉ<1t・泥岬〃<fなど，地域によっ

て呼称のｲ:||遠のあることを指摘している。
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2lllnfclilfl1928:「ﾘ烏ﾙｻと兜肋然」『民族』

3－．1

｜正谷’ﾘ]1966ノ：「謝霊勝一"〈川ゾ)尺岐一」

『i'-i'γ:院#il誌』67－3

i-il1野詳論1976:「Ⅲill本のﾉ､形道ffl神」『火

｜ﾉ1』9，ノミ館ri)ﾘ』編纂愛此会，

神Wf涛論1979:ri,らﾉ､形をii〃加て－/､形道

fll'jl術への試ムー｣，「ﾉ､形道祖iIliさまざま」『

あるく人るきく』1-1-1、近縦11本ツーリスト㈱，

Hイ鳶観光文化研所）

'rH&i:「秋11111,1-のiEli:↑料僻」（『!l〔北の'披時

洲|件』明上I'ﾉ万）

！|'村,殖雄1948:「街料鹿i;ﾙ祭」（『民|川仏順』

12-5-6ノ

K氾のほか、診放あるか門mする。

3ノドm涛論1978:「ﾉ、形送0,I『術''¥.¥¥水のw

俗6．年'I'fHiZ』）

41979年3M,喋忠虻俗術料分ｲu洲介維i'f,lfのサフ

ヌイトルを持ち、史化11ｲ調介細ｲ'fI糊ﾘ66雌とLて編

ま,れた。

5）ノ<館巾ﾘ:41981:ノ〈航ill,佑仰とまつ0－カ

シヘ'十一ぞP490～507に拠る。

6）｜｜イミのIvMS5．秋Ill1973:耐水降附W).mm

祭P217に拠る。

7〉断片劃lIl〃』1970:llkmm),年'I'fJ-'li鴬のﾉ〉

ハ:．塊烏祭P641～642に拠る。

8）筆掛の調介およびﾘ［i:hI.11祉縁J型1976'に拠る。

9）雄服Ⅱ町ﾘ』1976:MiWi、li'fflと瓜怖・イド'I'll

ifP1019に拠る｡

10)WilA'Sfi辞ﾘimm魁析･|〃'2）に拠<Jo

ll）f‘kl{|ﾘ11山・lt俗［鯛洞1962:〃〈IIﾘV),年'1111

iiP593に拠る。

12)U140俗学人系7m吋とw俗na959:f)U¥:,

K俗5IW原1lifeIﾘl4i'i;・P308）に拠為。

13）棚:rll]史・'1岬nftii'1981:ffir-ilji.年'I'fHi.F

887）に拠る。

14)「束1l本の/､形mmi|ij1976:mi沸袖朔（『

火lﾉ19.P60及び欲mmm典.'1968:昨上降lﾘl

細・秋Ill維済ノミ学'1(1111-0併研先所・枇F,'た肌P17;

に拠る。

15人森Hj郷tt(1981:人森IIIJ-,此ル(P883~

885）に拠る。

16iT'lill水のﾉ､形道祖ih1976:î li野善袷衿),(r

，ﾉ<|ﾉ199.P60)に拠る。

i7inil叫村郷Ul:.IKî î HK総合郷-|弓史:1981総合

mI-.'l』刊Il"会、P1153～1154)に拠る。

18[)(川10俗IﾘﾘIl1968:ルヒ雌|ﾘj編，湯沢雄勝P3

P5)に拠る。

19liiifyiiP594;i及び前掲16)(P47)に拠る。

2()）典村の年'i'fiii'1943:itIII久吉群),疫神おく

り(P307～308)に拠る。

21.「神送りとノ、形」1973:will国男著，定本柳11111

ill雌雌13,P470～471)に拠る。

22)m物Ililill郷t91(1980:雄物川Br),村の展m-

年'i'lriiP310-313)に拠る。

23;.iiiiiy22)．災"ilfと公砺S(P887～895)に拠る。

24.liiljy22),郷+の医療(P562～577ノに拠る。

25iiufy22)

26liiMtiZ)

27fifiifaﾉミ1930):「年u-b1丁‘I¥(二)一氏|剛行珊伝

ノkのⅢ光一:i|l迎え¥s¥¥:くドIll送0I(『雌俗学2－

10,p.588～589i

28)wiiii-gﾘ1(1973):「村のすがた・人形祭」（｢定

本川Ill|i1'/)iti21,P420～422

文献

赤|Ⅱ光'ﾉJ(1980):「村藩社会の柵造と民俗理念」

祭儀稗俗の研，弘文『堪

秋iiiii,と．北見俊ﾉ§．liii村松夫・若尾俊平(1979):

「14録腿氏ﾉM阿山11典」柏書房

級I11舵jc(1978):「祭りの見かた・理解のしかた｣，

｜｜水祭I'D研究喋成(2)－祭'If研究の再柵成一，

橘杵|||版，

f!i*||l;i'i(1979):「崇|)Illl・流行*I,日本の比俗

7,I,言仰.In精'ii;o

水川牝川1942):Hi本民俗区¥m3,行事柵」東京

,'版。

此俗‘羊川'先所1951::r|も俗学辞典」東京堂版。

宮川蕨1976:「媒らしのリズムと信仰」，日本

K俗γ誌m(3)－信仰伝承一，朝倉書店。

(1975):「鹿島信仰の性格」，ミロク信仰

のIルビ，米来社。
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mi-俊Ⅱ（1976：r兆・占・禁・I1M-l制『ずの比倫｣，

11140俗学識味(3)－信仰伝ﾉ侭一、刺lt)B<,

脚lllIIll1ｿ）・三木m11977):「雪li-lの1〈俗」，輔一法

規出版。

1t俗'学研究所（1955）：「綜合11140俗mmmij,

「平鹿imm下樋|’の糊'.」
"サヒ＋力.F

｢村々入11に蕊人形を立る。こは七1111-11あたoに此

§りあり，鹿|鴫人形，とし、う処あり，’'1‘':_二|;とい‘)処祭りあり，鹿||鴫人形，とし、う処あり，’'1‘':二｜;とい1処

あり，′r頭天」{といふ処あり，秋iilノ1115比|ﾉ1ノ奥ill郷
イ圏卜．11 エヤ

にて木にて造り丹青をなせOo1Ⅱ二にいふ木偶ﾉ、山，疫
ﾐﾔ

wを避ふの祭り也｡」

（管江真澄「雪の出凋路」よ0)

平凡社

10俗学研所1953

v;･崎苦lo

ﾉ〈塚1t裕学会1972

|ﾉV〃mmm4958)

rﾉ、形送I)」、年'I'iriiMS,

「|I水雌|制1典」，弘通l'-.。

｢ｨN4r胴辞典」、叩京'v(版。

｢)vllil市の鹿島流し」鹿島ﾉ、形と幣火

「5)]27ll,羽後（秋llliV-(ill北側人lillIIIJでは，「鹿

J÷ﾙ流し」といふ行，川がある。，蝿・柴・lWfなどで舟を作

り，鹿島人形とL,ふ人形をのせ，幣火・供物を供へて

liinl.を練0歩き，後これをﾒL｣'川に流す。幣火は,が．

隙・緑・黄・白の紙を屯ねてつくる｡」

（本川椎川著「n本虻俗図I誰」よ0)
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雄物川町深井の鹿嶋様製作工程

ー■ 、ー
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』l母

皇

写真3－2過典～シベ抜きmクーィデ写真3－1原材料：稲蕊、ガジギ（マコモ）
エヒクサ（エビモ）、祉仙

’ ざ

妾氏

… 筆
昼■壷

宇
阜
一

写真3 3稲，藁1．]‐ち 写真3－4fim

写真3－5指（手・))作I） 写真3－6指・乳房・鵬
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&rm紫・〃>iiil!m

写真3－7r・足の脂糾 写真3－8しめ純

写真3-9f--足の脂Ⅱ 写真3－10上腕(1)

写真3-111-.I|*(21 写真3-12Will
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(-';iil県の礎'鴫↑ri

雲
＝

ﾐ湾置

一－－
一

一一

写真3－14心｛･I写真3－13脚(2)

傷

篭鍵

写真3－16111組(2)（乳〃・!)写真3-15HI1靴(1)

曙
『

＝

〆浮迄可

一
露遥些蒜、

一

写真3－17ソ)根製作(1) 写真3－18リ)根製作(2)
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＝ぞ‘

Tゴョ

皇婁宴宴 型

写 真3－19頭部製作

写真3－20頭部取付

強離 擁

写真3-22B書き

写真3－21男根取付

I

愈
鱗
藤

一
声
一
、

一
一

昇111

写真3-23liii付

写真3－24台車イ､1
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欣川ﾘ̂ の鹿I'l‘if*

写真3－25槍・刀・装備

匡澄.毎I

写真3－26砿髪（エビクサ）取付

鹿嶋舟の製作工程

淫二1
B型：

三J

r五も

写 一一

量＝之『F＝ずこぎ一戸＝

i『蕊

ヘ

、

*--#鍛鐸零麺

写真4－1骨組（槻水・杉・杉葉 写真4－2lilI躯取付

窪
五

妃蓉
｢←』

、

蕊
左

一
一一茎

一一

F＝

写真4-3舟側取付 写真4－4帆柱取付
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鹿嶋巡行・鹿嶋流し

●。

１
１

＝卜
〆

写真5－1鹿嶋巡行(1)

写真5－2鹿嶋巡行(2)

、
《
I

／

〃

、

ヤ

、

碑
、
亀

h

壁封:謡篭1 且！

写真5－3鹿嶋巡行(3) 写真5－4鹿Il鵬流し(11

湯、〆

１
１
、

II

'｣.1'｣.1

勝
一
一

血
一

昭和57年度鹿''1鴫行事八幡講年番写真5－5鹿嶋流し(2)
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